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研究報告 利和元年度 土木分野 No.１３  

新しい土木通史における都市の位置づけに関する研究  

The Situation of Cities in New General History of Civil Engineering  

岐阜大学工学部 准教授 出村  嘉史  

 

（ 研 究 計 画 な い し 研 究 手 法 の 概 略 ）                                   

近年、技術者教育において、素養としての土木史の重要性に焦点が当たりはじめている。

構築された技術について、それぞれの時代に直面していた問題や課題に対する最善のソリ

ューションとして、その背景とともに一つ一つ物語るような内容であれば、歴史上の出来

事は、学ぶ者にとって距離を置いて眺める対象ではなく、自身が現実的な問題に直面して

いる場合と同様のリアリティをもって理解することができると考える。そのため焦点を当

てるべき事項と同時代の背景（社会的需要や技術的限界）や前提条件（その時までにどの

ような技術が存在していたか）を追加情報として整理しなくてはならない。  

研究代表者は、これまでに関西大学、名

古屋大学、岐阜大学において土木史の講義

を担当し、14 の分節で通史を記述してきた

（表 1）。この構成は基本的に日本の近代土

木史に焦点をあてて組み立てている（10～

14 回）。その前提となる前近代のヨーロッ

パ社会と産業革命があり（05～09 回）、そ

こまでに至る世界の都市の成立がある（01

～04）と考えている。常に社会の焦点であ

った「都市」に着目することで、時代背景

や社会のニーズが説明できるようになり、

新しい土木通史を構築できると考えた。 

実際の土木史講義の新しいテキストとし

て充実した論を構築することを目指し、そ

の重要なステップとして、一つの明確な焦

点：「都市」の位置づけを整理した。そして、

これまでの土木史講義において、必ずしも明確ではなかった、1)古代東西世界の文化伝播

について、2)産業革命によって多様化した各技術の連関について、3)戦後の社会基盤建設

の展開について、それぞれ情報を整理して枠組みを構築することを、本研究の目的とした。

ただし、3 つ目の戦後のテーマについては、2 つ目までのテーマとそれによって枠付けられ

る通史の視点に合わせて都市・地域間およびグローバルな交易関係を紐解く必要性が明ら

かになり、本研究として取り組むには情報量が多くなりすぎることから、別課題として集

中して取り組むべきものであると認識し、その他の２つのテーマから方針を導くに留める

こととした。 

研究は、既往の土木史テキストおよび世界史に関する重要なテキストを収集して評価し、

必要に応じて一次資料を確認しながら全体像を把握するに至る地道なプロセスをとる他は

表 1 土木史テキストの想定される分節と年代 

01 定住と都市の成立  1 万～ 2,000 年前 

02 古代ローマの応用力  2,500 年前～ 4 世紀 

03 中国文明の展開  6,000 年前～ 3 世紀 

04 古代日本の土木  1 万年前～12 世紀 

05 
イスラムの交易世界とヨー
ロッパの形成  5 世紀～ 14 世紀 

06 
ルネサンスとバロック、新
大陸への展開  

15 世紀～ 18 世紀 

07 前近代日本の土木  13 世紀～ 19 世紀 

08 産業革命  18 世紀～ 19 世紀 

09 深刻な都市問題  主として 19 世紀 

10 文明開化と近代都市建設  明治時代  

11 工業と観光の基盤  明治末～昭和初期  

12 都市計画・地方計画  大正末～昭和初期  

13 戦後の社会基盤建設  昭和～平成時代  

14 土木のこれから  今後 
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ない。そのため、準備した場（美殿町ラボ）をアーカイブ化して、２つのテーマに関わる

通史理解の確度を上げるために、考古学や歴史地理学、人類学など他分野における最新情

報も含めた可能な限りの情報をひとところに収集し、集中的に作業を進めた。 

 

（ 実 験 調 査 に よ っ て 得 ら れ た 新 し い 知 見 ）                                         

１．既往の土木史テキスト 

土木学会によって近代以降折々に編さんされた『日本土木史』（明治以前、大正元年～昭

和 15 年、昭和 16 年～昭和 40 年、昭和 41 年～平成 2 年、平成 3 年～平成 22 年）には、網

羅的に多くの事例が収録されてきた。その編集は、分野別の編年体を基本としている。『土

木と文明』（1996）、『土木文明史』（2001、いずれも合田良實）は、世界史の中でそれらが

位置づけられ、技術分野別にその時代背景などと関連づけられ、文明の発達経緯として理

解できる良書である。『世界都市史辞典』（2019、布野修司編）は、本研究に取り掛かるや

いなや刊行され研究代表者を打ちのめしたのであるが、地球上を略網羅して分布する都市

一つ一つの形成史上の特徴をコンパクトに、しかし全体的に圧倒的なボリュームでまとめ

たものである。そして通史に関わる内容は、分散させたコラムで説明している。その全体

を貫く視点は、都市を組織としてみる目であり、特に世界に展開する植民都市の形態論は

大きな成果であり、本研究が掲げた目的など比較にならない迫力を持っている。この点は、

新しい土木史を構成する上で、重要な知見となるだろう。『図説近代土木史』（2018）は近

代に焦点を当てて、プロジェクトごとに伝わりやすく編集したものである。これらの方法

は、分野・対象別にまとめられているため記述内容が分かりやすくなるよう工夫されてい

る上に、各プロジェクトの目を通して分野を跨ぐ社会的・時代的背景やグローバルな地域

間の関連などが透けて見えるような構成になっている。ただし、近代の個別プロジェクト

に迫り質の高い情報を収集する限りにおいてもこのような豊富なコンテンツが揃う多様な

事象の分野であるため、通史的な観点を引き出すことが困難であるが、本論が目指す全通

史としての土木史の射程においては、むしろ時間軸方向に因果を求めるような解説と抽象

が必要になると考えらえる。 

国外における土木通史に関する書籍では、例えば英国の書籍であれば、土木遺産が既に

重要な社会資本であることが共有されているために、背景を含むストーリーと構造物の詳

細なイラストレーションをクロスさせたガイド的役割を果たす一般書（「Engineers: From 

the Great Pyramids to Spacecraft」（2017）など）まで普及し、あるいは個別のエンジニ

アに焦点を当てた書籍は国内と比べて非常に多様であるが、一方で通史を示す専門書とし

ては、構造設計の視点から技術の発展を描いた古典『A History of Civil Engineering』

（1964）の他多くはない。日本の近代を焦点としながら、古代からの通史として示す成果

は国外を含めても希少かつ重要なものになると考えられる。  

２．都市とは何か、交易との関連 

新しい土木通史として以下の視点を提示した。第 1 に土木史は時代毎にグローバルに展

開する社会情勢に伴い変化する常識の中で、前提条件がドラマティックに変化しているこ

とを理解しなければならないこと、第 2 に発展史観に基づいて或る時代の土木事業は未熟

な過去の努力であると見做しがちであるが、それまでに存在しているものやアイデアを材

料として、その時代における最善の策を常に選択しているはずで、そうでなければ生まれ

得ていないこと、最重要かつ前者を包括する視点である。第 3 には、人の営為の場である
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「都市」の存在が、各時代の土木の方法の変化や革新と密接に関係していることなどであ

る。すなわち、社会システムは都市の容態に顕れるし、歴史的経緯を受け継ぎながら持続

せざるを得ない場も都市である。これら３つの視点は、技術継承・開発の場としての「都

市」の在り方に集約される。 

そこで、いま一度「都市」とは何かを定義しなければならない。増田四郎（1994）は、

都市を一つの基準ではとうてい規定できないとするが、その中でヨーロッパの都市は、ポ

リス的なものから、商工業が発展する中世を経て、産業革命によってもたらされる資本主

義社会の 3 段階を経て、商工業に基盤をおく市民という概念とともに形成されたものとす

る。増田はメソポタミアには治水事業という大きな権力を成立させる条件があったのに対

してギリシアはそのような条件がないのにも関わらずポリスが出現した理由を、フェニキ

ア人たちとの交渉や防衛に共同体を創って対応する必要があったと説明し、都市の成立条

件に交易という機能があることを示唆する。その点について、Ｊ．ジェイコブズ（1984）

は、都市の普遍的かつ最重要な機能として「市場」を挙げ、都市を焦点として行われる交

易に伴い輸入代替（外からもたらされていた製品をその場で新たに生産する過程）こそが

都市の発展の理由であるとした。この論の重要な点は、都市におけるモノや情報の出入り

が、常に歴史的イノベーションを興す源であると捉えていることであり、この場所と関係

を持つことによって地域全体が成り立っているという見方を提示したことである。都市と

地域で行われてきた経済・政治を統合し、都市を主眼として人類史としての土木史を説明

する優れた見方であると考えられる。従って、本研究においては、都市は交易の拠点であ

りグローバルな関係上もローカルな関係上もコトを生みだす人間活動の場と定義する。  

これまでも交易の拠点である都市は、都市地域や国土、世界を説明する焦点になり得た。

Ｗ.バーンスタイン(2008)は交易（exchange）を軸に今日まで至る世界史を描いてみせ、交

易のルートの開発により古代からグローバルな関係が地域間で展開してきたことを示した。

杉山正明（2003）によって提示されたユーラシア一帯の遊牧民に焦点を当てた世界史の見

方においても、その経済基盤として欠かせなかった都市の存在（略奪の対象ではなく、共

生の対象）が示されており、いずれも近年の研究は、Ｅ.ウォーラーステイン(2004)の提示

した近代世界システムに倣って地球上で展開されてきた交易の事実を世界史全体の形成理

由としてみており、それを支える構築環境としての土木史が必要であると言える。本課題

においては、世界史の各段階で構築されてきた交易のネットワークの理解をベースに敷き

ながら、古代世界の東西交易の様相、産業革命以後の産業および技術の展開を、以下のよ

うにまとめることができた。 

３．古代東西世界の文化伝播の方法と考え方  

W.マクニールによれば、紀元前 8 世紀から 7 世紀にかけてユーラシアのステップ遊牧民

が乗馬の習慣を身につけて騎馬が兵力としてアッシリアを圧倒して以来、遊牧民と連携し

た定住民が覇権を持つようになる。その結果出現したペルシア帝国は、広大な領域に亘る

多核国家の性格をもち、中央集権によって束ねられた多様な属国の連合体であった。ダレ

イオス大王（在位 522BC-486BC）はこうした国体を維持するためのインフラ構築に尽力し

ており、「王の道」と呼ばれるスサからサルデスへ至る幹線道路を構築して駅伝制を整備し、

金銀貨幣を鋳造して貨幣経済を導入した。W.バーンスタインによれば『Arab Seafaring』

（1995）に「古代のスエズ運河」をダレイオス大王が建設したことが示されているという。

すなわちダレイオス大王はエーゲ海・ナイル川・紅海をつないで航行できる交易ルートを
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意図しており、一般にヘレニズム文化と呼ばれるアレクサンドロス大王の東西文化圏を又

にかけた版図とともに理解される東西交流の基盤は、既にダレイオス大王の影響力とこれ

を支えるインフラ整備によって形成されていた。こうした基盤の上に、紀元前 2，3 世紀に

は、交易と市場行為が地中海を中心として頂点に至った。アレクサンドロス大王がペルシ

アに蓄積された Gold を浪費して市場に Gold がもたらされることにより、ギリシア人が商

業化して地中海から紅海やペルシア湾を経て、貿易風を経験的に発見するとインド洋を航

行してマラバル海岸まで足を伸ばすようになっていた。 

L.マンフォード（1961）が一つの際立つパタンとして注目したギリシアの植民都市にみ

られるいわゆる Hippodamos のプラン（グリッドパターン）は、19 世紀のニューヨーク都

市計画にまで受け継がれるが、紀元前 20 世紀のインダス文明都市や紀元前 5 世紀以前に既

にギリシア、トルコ、パレスティナに既に存在しており、下って紀元前 3 世紀の長安、そ

れが明らかに伝播した藤原京など、東西文明を跨いで随所に現れる。古代ローマ時代には、

グリッド・パターンに必要な直行するラインを引くための器具（グロマ）の存在も確認で

きる。これらの類似性は、測量技術の類似性に由来するものと考えられる。ところが、布

野（2005）が「都市計画の技術的問題（測量、整地、建設）、土地分配、住民管理の問題な

どを考えると、植民都市におけるグリッド・パターンの採用は極めて自然である」と判断

していること以上に、東西にほぼ同時に興った理由を説明する証拠はない。ただし、同時

代に世界各地を見聞した経験における技術の凡そのアイデアだけが伝わるような J.ニー

ダムのいう「刺激の波及」が上記の交易圏の中でおこったことは、上記のような交易圏が

つながっていた世界の構成を確認すれば、十分に考えられる。 

7 世紀以降に急速に拡大したイスラム世界は、商業的活動を基盤としていた。この時期、

ヨーロッパ人にとっては紅海・ペルシア湾経由のルートが閉ざされたために、1497 年にヴ

ァスコ・ダ・ガマが喜望峰廻りでインド以東へ航行できるルートを拓くまでは、交易が著

しく閉鎖的になる。そのため、西洋中心に編纂されてきた土木史の分野では、中世は 11

世紀以降に多少の技術発展をした（河川・運河網の開発が焦点）ことの他、ほとんど焦点

が当てられていない。一方で、圏外は高大なパクスイスラミカ世界となり、中国沿岸の港

や内陸の都市へ至る広大なエリアにアラブ系商人の商業拠点が配置され、安定した交易が

可能となっていた。11 世紀以降のヨーロッパの技術発展も、イスラム圏との戦闘の過程で

もたらされたコルドバなどの都市がもつ技術を吸収したものであった。この間のパクスイ

スラミカ世界における技術の高まりは、アリストテレスを初め古代の諸文明の記録を、ア

ラビア語に徹底して翻訳する作業が一つのステップになっていた。 J.ギース（1994）によ

れば、830 年頃にアッバース朝のカリフ・マームーンによってバクダードに設けられた『知

恵の館』（バイト・アル＝ヒクマ）と呼ばれた図書館がその中心であった。  

次に東西世界に広がった交流の基盤は、チュルク・モンゴル族によって大陸内陸部に形

成され、これは全時代から存在したパクスイスラミカ世界を吸収して成立していた（杉山

正明、2011）。特に、クビライ・ハンを中心に構築された新国家方式は、大元ウルスを中核

とするモンゴル領全域からユーラシアおよび北アフリカまでを含むかつてない広域を「ユ

ーラシア循環交通・運輸網」として整備・拡充した。その中を国家政策のもとで活躍した

交易の担い手が、ムスリム商業勢力であった。彼らはオルトクと呼ばれる共同資本の組織

をつくり（後の会社に近い）、クビライ帝室が発行した命令書を「特許状」として、銀を基

準通貨とした経済圏の中で盛んな交流を果たしていた。銀による経済圏の成立は、その後
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の近代世界システムの形成と深く結びついており、その中で少なくとも通商を可能にした

日本の銀山開発の意義にもつながっており、社会基盤形成を説明において無視できない。 

４．産業革命による技術の系譜 

19 世紀は、それまでとは不連続的な爆発的な技術革新があったことが知られている。し

かしながら、この時期に技術が多様に細分化されているために、分散した技術を全て包含

して俯瞰する視点が必要であり、この点において多くの文献が参照してきた源泉的な成果

として L.T.C.ロルト（1989）および T.K.デリー・T.I.ウィリアムス（1972）の成果を参考

に、一覧にまとめた（表 2）。ここから同時代の多岐部門発生の系譜を、都市間の交易・物

流の観点から整理すると、土木事業の発展は以下のようにまとめられる。 

すなわち、爆発的かつ多様に同時多発的展開をしたように見える一連の出来事も、それ

ぞれが連鎖する関係を有している。最も顕著に形成されたインフラは、生産も消費も加速

的に exchange される拠点、すなわち都市の間でグローバルに発展したネットワークである。 

表 2 産業革命期のイギリス・ヨーロッパ・アメリカにおける技術的発展事項年表  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会情勢 イギリス ヨーロッパ アメリカ

1705 ニューコメン機関

1750 ウェストミンスター橋完成 ティウーの旋盤

1751 『百科全書』出版始まる（仏） るつぼ鋼商会設立

1752 フランクリンの避雷針

1754 王立技術協会設立（英）

1756 七年戦争勃発（英）~63

1757 クライヴのベンガル征服（英） サンキ―の航海 シャフハウゼンのライン川架橋

1758 ストラットの縫目つきの靴下

1759 イギリス軍、ケベックを占領

スミートンのエディストン灯台完成

カロン鉄工場

1761 ウォーズリ⁼マンチェスター運河開通

ハリスンのクロノメーター4号試験

ウェッジウッドのクイーンズウェア

1763 パリ講和条約

1764 ハーグリーブス、ジェニー紡機発明 道路舗装のトレザゲ法（仏）

1765 ヨゼフ2世、ハプスブルク皇帝（聖ロ）（~90）

1767 コールブルックデイルでレール鋳造

1768 クックの第一次太平洋航海

アークライトの紡績機特許

ウェッジウッド、エトルリア工場

1770 スミートン・クラブ創立（英） ラムデンのねじ切り旋盤

1774
キャラコ消費税半減（英）

ルイ16世フランス王（~92）
ウィルキンソンのボール旋盤

1775 独立戦争（米）~83

1776
独立宣言（米）

アダムスミス『国富論』（英）
ワットの蒸気機関使用される

1778 英仏戦争（海上戦）~83 ブラマの水洗便所

コールブルックデイルの鉄橋

クロムプトンのミュール機完成

1780 オランダが英仏戦争に介入

蒸気船ピロスカフ号ソナ川航行（仏）

最初の気球（仏）

メイクルの脱穀機

コートの攪錬法導入

1785 ジェファスン駐仏行使としてパリに赴任 綿織工業に蒸気力導入 ベルトン漂白に塩素を利用（仏）

1786
英仏通商条約

プロセインのフリードリヒ没
綿の海島種を導入栽培

1787 カートライトの力織機、工場内へ ルブランのソーダ製法（仏）

1789
人権宣言（仏）

ワシントン大統領就任（米）~97

1790 アメリカ最初の特許法

1791
フランス特許法施行

陸地測量部設立（英）
メートル法をフランス学士院定義

1793

英仏戦争（~1815）

農業委員会設立（英）

恐怖政治の時代（仏）

ベンサムの木工機特許 シャップの腕木式信号機 ホイットニーの綿繰機

1794
ラヴォアジェ告発される（仏）

フランスがベルギーを占領
気球、フルーリュの戦いで偵察の利用（仏）

1795 エコール・ポリテクニーク設立（仏）

ゼネフェルダ―の石版印刷術の発明（独）

ギナンのガラス攪拌器（瑞）

ロベールの製紙機械（仏）

1799
王立科学研究所設立（英）

労働組合非合法化（英）
ルボンの石炭ガス特許（仏）

スタンホープの鉄製印刷機

トレヴィシックの高圧蒸気機関

ジャカール織機（仏）

アシャールのテンサイ糖工場（独）

海軍用ブロック滑車製造の機械化

蒸気引き船シャーロット・ダンダス号

西インド・ドック建設

テルフォードのカレドニア運河建設開始

トレヴィシックの鉄道用機関車

1805 サリーの鉄道開通

1806 大陸封鎖令（貿易封鎖）（仏） 紡績工場にガス灯の照明開始

1807
プロセイン農奴制廃止

フランス軍、ボルトガルに侵攻
モーズリの定置旋盤 蒸気船クラーモント号、ハドソン川航行

1808 半島戦争~14 ドールトンの原子説

1809 ヒースコートのレース製造機械

アッベールの食肉保存法（仏）

サン・カンタン運河開通（仏）

ベル・ロック灯台

スタンデッジ運河のトンネル

蒸気船コメット号

London Gas Light & Coke Company

1813 炭鉱事故防止のためサンダーランド協会創立（英）

『タイムズ』紙の蒸気力円筒印刷機

スティーブンソンのブラッチャー号

1815

ワーテルロー（白）の戦い

穀物法（英）

ナポレオン第2回目の退位

中部ヨーロッパとイタリアにおけるメッテルニヒ支配体

制（~48）

マッカダム道路普及しはじめる（この頃） エドワールの複合蒸気機関特許（仏）

1816 アルジェリア砲撃（英） 坑内安全灯

1818
土木学会設立（英）

プロセインの関税同盟

ロブ・ロイ号（初の定期就航汽船）

グリーノック＝ベルファスト間
2輪自転車「ドライジン」特許（独） ブランチャードの銃床製造用写取り旋盤

1819
ピータールー事件（英）

金本位制確立（英）
マカダムの『築道施行論』 サヴァナ号（米汽船）が初の大西洋横断

1820 ジョージ4世即位（英） ハンコックのゴム破砕機 アイシル・タウンのトラス桁橋の特許

1821 アーロンマンビー号（初の鉄製汽船）

ロバーツの力織機

カレドニア運河完成（テルフォード）

1823 塩税廃止（英）

ポートランド・セメント（アスプディン）

防水用ゴム布の製造

1825 職人の国外移住自由化（英）

ストックトン＝ダーリントン間鉄道開通

テムズ・トンネル工事開始（ブルネルが建

設、父のシールド工法）

マルク・スガンの鉄線吊り橋トゥルノン橋（仏）

パリのソーマトロープ

メナイ海峡架橋（テルフォード）

セントキャサリンドック（テルフォードと

建築家Philip Hardwick）

フルネイロンの水力タービン（仏）

ガン市の船舶用運河

ダンフォースのスロッスル機

トープのリング精紡機発明

二―ルソンの熱風炉

ロケット号（スティーヴンソン）

ロバーツの自動ミュール機完成

リヴァプール⁼マンチェスター間鉄道開通

ロケット号（スティーヴンソン）

ガ―二―の蒸気自動車

ファラデー、電磁誘導を実証

フィリップの硫酸接触製法特許

1832 コレラ大流行、ロンドンに拡がる ド・ジラールの亜麻櫛梳機（仏） ニューヨークに最初の鉄道馬車

1833 イギリス帝国内の奴隷解放 バッティンソンの銀抽出法 無煙炭使用の鉄溶融法の特許

1834

工場法はじめて成功（英）

ドイツ関税同盟広域の拡大

中国に貿易を開放せしめる（英）

コルト連発銃の特許

1835 ブリュッセル＝マリーヌ間鉄道開設（白）

1836 特許局設立（米） ソレルの亜鉛引鉄板（仏）

1837 ヴィクトリア女王即位（英） 電信の特許（クックとウィートストーン） ベクサンの榴弾銃、フランスで採用される

蒸気船グレートウェスタン号、大西洋定期

航路運航開始

スクリュー推進器

ロンドン＝ヴァーミンガム間鉄道開設

電信、グレートウェスタン鉄道に設置

1838

王立農業協会創立（英）

チフス、ロンドンに流行

チャーチスト運動興る（英）

ブルースの活字鋳造機

1830

オルレアン家（仏）~48

ベルギー王国独立（白）

ロシヤにコレラ流行

スティーヴンズの逆T字軌条

1831 イギリス科学振興協会設立 モーリス運河完成

1828 マルク・スガンの多管式ボイラーの特許

1829

1826 ニセフォール・ニエプスの最初の写真術（仏）

1827 最初の摩擦式マッチ

1824 労働組合公認（英） イリー運河完成

1822 外輪蒸気船アーロン・マンビー号、セーヌ川就航

1812
英米戦争（~15）

カナダの侵攻

1814 ナポレオン第1回目の退位

1810 フランス国境、ローマからリューベックまで拡大

1811
摂政時代（英）~20

ラッダイト一揆（機械破壊）（英）~16
蒸気船オーリンズ号、オハイオ川航行

1802

1804 エヴァンズ高圧蒸気機関

1800
ナポレオン・ボナパルトの支配（仏）

サン・イルデフォンゾの和約（西）
ヴォルタの電池（仏） ホイットニー、交換部をもつ小銃

1801 大ブリテン及びアイルランド王国成立 トレヴィシックの蒸気車 フィンリイの鎖橋特許、ペンシルヴァニア

1798 マルサス『人口論』（英）

1783
ヴェルサイユ平和条約

イギリス人上部カナダを開拓

1784 クリスティファン7世アイデル運河（丁）

1769 キュノーの蒸気自動車

1779

1760 ジョージ3世即位（英）

1762 エカテリーナ2世ロシヤ女帝（~96）

社会情勢 イギリス ヨーロッパ アメリカ

ナズミスの蒸気ハンマー 銀板写真術（仏）ルイジャックマンデダゲール

アルキメデス号（初スクリュー汽船） トンネル炉（丁）

1840

１ペニー郵便制制定（英）

ニュージーランドに植民

アクルの攻撃

リービッヒ『農芸化学』（独）

エンルキンの電気めっき法 ローラー製粉機、ハンガリアで使用開始

1841 フォックス・トルボットのカロタイプ ドライゼの針発銃（独） グッドイヤー、ゴムの加硫硬化法を発明

1842
シャフツべり炭鉱条例（英）

関税同盟加入国間の特許協定（欧）

ブルネルのテムズ川トンネル開通

グレートブリテン号（ブルネル）

ローズの過燐酸工場

1844 銀行憲章（英）

マックノートの複合機関 シェーンバインの綿火薬の発明

後装式施条砲、ピエモンテ

ハイルマンの櫛梳機（仏）

ディールの鋼鐵すき刃

ホーの輪転印刷機フィラデルフィア

エーテル、手術における麻酔法として確立

1847
セントローレンス川改修工事完成、

オンタリオ湖⁼モントリオール間

1848

ミル『経済学原理』（英）

革命の年（欧）

カリフォルニアで金鉱発見（米）

マコーミック刈取機シカゴで工場生産

クルップの鋳鋼砲試射

ミニエの榴弾

モニエの鉄筋コンクリート

1850 公立図書館法（英） ブリタニア橋（スティーヴンソン）メナイ海峡

水晶宮 ボガーダスの鋳鉄構造建築

ドーヴァー＝カレー間海底電線敷設成功 ケリーの鋼鉄用転炉

リスター・ドニスソープ櫛梳機 シンガーのミシン

1852 ナポレオン3世皇帝（仏）

1853 グラドストーンの第1回自由貿易法（英） ウィーン＝トリエステ間アルプス横断鉄道 コルトの兵器製造（交換式）

1854

セバストポール要塞攻撃（英）~55

クリミア戦争~56

第1回日米通商条約

ゲスナ－、灯油を製造

ドヴィルのアルミニウム（仏） タレット旋盤

ブンゼン灯（独）

ケラーのタングステン鋼（墺）

ベッセマー鋼

バーキン、アニリン染料発明

1857 インド（土民の）暴動 オーティスの安全エレベーター装置

1858 アーク灯、サウス・フォアランド灯台 ベッセマー鋼、ゲランソンにより完成（瑞典）

ロイヤルアルバート橋（ブルネル） フランス甲鉄艦ラ・グロワール号

グレート・イースタン号完成（ブルネル） 蒸気ローラー、フランスで発明

スタッスフルト、カリウム鉱を開発（独）

ガス機関（仏）

1861

印紙税廃止（英）

ロシアで農奴解放

リンカーン大統領（米）~65

南北戦争（米）~65

長崎製鉄所（蒸気ハンマーを設備）

最初の全鉄製軍艦ウォーリア号 ソルヴェイのソーダ製法ベルギーで特許

ブラウンの万能フライス盤

ガットリング拳銃特許

1863 アルカリ条令（英）

1864 ドイツ＝デンマルク戦争 ホワイトヘッドの水雷、オーストリアで設計

銅の電気精錬

大西洋海底電線完成

シャスポのライフル、フランスに導入

フェラン・アーチ・ダム完成（仏）

ノーベル、ダイナマイトを発明（瑞典）

シーメンズ、マルタン平炉製鋼法（仏）

1867

パリ博覧会

カナダ連邦成立

マルクス『資本論』

ミショー、足踏み2輪車を製作（仏）

アーマアの肉罐詰法、シカゴ

ウェスティングハウス制動機

スエズ運河開通

アリザリン合成される（独）

1870
初等教育法（英）

フランス⁼プロセイン戦争
漂白粉のウェルドン製法 グラムの環状発電機（丁）

1871
ドイツ帝国成立

シカゴ大火
モン・スニ・トンネル開通（仏・伊）

1872 チャレンジャー号海洋学的世界調査（~76）

レミントン会社のタイプライター

プレイトンの石油機関

1874 ディズレーリの第2次組閣、帝政の拡大（英）~80 イーズ橋（セントルイス）鋳造クロム鋼

1875 爆発物条令（英） ロンドンの主要下水道完成

1876 独立百年祭博覧会（フィラデルフィア） 硫酸の接触法、シルバータウンで実用 オットーのガス機関
ベルの電話

エディソンの蓄音機

冷凍羊肉船積みされる（アルゼンチン⁼ルアーヴル）

ラヴァルのクリーム分離器（瑞典）

1878 スワンの炭素フィラメント・ランプ

1879 ビスマルクの第1回関税増加 ギルクリスト・トマスの基礎鋼 電気鉄道展示される（ベルリン） エディソンの炭素フィラメント・ランプ

鋼版印刷機『ニューヨークデイリーグラフィッ

ク』で用いられる

カーネギーの最初の大製鋼炉

1881

1882 ドイツ、オーストリア＝ハンガリア、イタリア三国同盟 カイノックの真鍮火薬 サン・ゴタール・トンネル完成（瑞西） エディソンのパール・ストリート発電所

1883 国際特許法協定 ブルックリン橋の完成

マキシム拳銃 連発銃、ドイツで採用

パーソンズの蒸気タービン ドイツで市電

マンネスマンの継ぎ目なしの鋼管特許（独）

ウェルスバッハのガス灯マントル（墺太利）

ダイムラーの最初のガソリン機関（独）

ベンツの最初の自動車（独）

ライノタイプ『ニューヨークトリビューン』に

初めて使用される

ナイアガラ瀑布水力発電所操業開始

アルミニウム、電解により生産シャフハウゼン

蒸気3輪車（仏）

ラヴァルのタービン（瑞典）

テスラの交流電動機

イーストマンのコダック・カメラ

1889 フェランティのデトフォード発電所 エッフェル塔（仏）

最初の地下鉄

『デイリーグラフィック』全ページ挿絵

フォース橋完成

1891 シベリア横断鉄道開通

1892
ロシヤでウイッテ大蔵大臣

フランスでメリンの関税

1893 万国博覧会（米）シカゴ ベンツの4輪車（独） 新クロトン水道トンネル完成（紐育）

1894 カストナーの苛性ソーダ電解製法 キール運河完成（独） エディソンのキネトスコープ・パーラー

ノースロップの自動織機

鉄道幹線最初の電化

1896

「赤旗」法禁止（英）

ヴィクトリア女王即位60年祭

金銀複本位制論者の選挙運動（米）

フォードの最初の自動車

合成インディゴ、バーデンの工場で作られる

ディーゼル機関ドイツで生産に成功

1898
オムドゥルマンの戦い（英）

スペイン＝アメリカ戦争（キューバなど）
フランス「75」早撃ち拳銃 オウエンズの自動製瓶機

1899 南アフリカ戦争（~1902） ドルトムント＝エムス運河

1900 ツェッペリン最初の飛行船を製作

1901 ヴィクトリア女王死去 マルコーニ、大西洋横断無線電信に着手

1903 オーヴィル・ライト飛行に成功

1897 パーソンズの蒸気タービン船タービニア号 モノタイプ印刷完成

1884 シャルロッテブルク技術高専設立（ベルリン）

1887 ヴィクトリア女王即位50年祭 金銀のシアン化処理法

1890 マッキンリー関税法（米） 最初の鉄筋ビル（シカゴ）

1895 リュミエールによる映画上映（巴里）

1886 ノーベルのダイナマイト・トラスト セヴァーン・トンネル開通 ヴェエイユのB火薬（仏）

1888 ダンロップの空気タイヤ マレーの連続写真箱（仏）

1880

1885 ローヴァーの安全自動車

最初の大陸横断鉄道

1873 バクー製油工場（アジェルヴァイジャン）

1877 ドイツで特許の完全保護 ゴム会社、セイロンに設立成功

1868
メトロポリタン・ディストリクト鉄道

（MDR、初の地下鉄)

1869

1865

「赤旗」法（英）

マサチューセッツ工科大学（米）

第13回奴隷制廃止令成立（米）

大西洋海底電線完成

1866
家畜病防止法（英）

オーストリア＝プロイセン戦争

1860
英仏通商条約

イタリア統一（ヴェネツィアとローマ除く）

1862
万国博覧会（英）

プロセインとドイツ（71~）でビスマルク専制（~90）
鋼鉄のレール

1856 3段ローラー鋼圧延機、モタラ

1859 イタリアでフランス・オーストリア戦争 ドレイクの油田、ペンシルヴァニア

1851
大博覧会（英）

オーストラリアに金鉱発見

1855
新聞印紙税廃止（英）

モーリ『海洋自然地理学』（米）
ローブリングの鋼線ケーブル吊り橋、ナイアガ

ラ

1846
穀物条例廃止（英）

鉄道標準軌間採用（英）

1849 航海条例廃止（英） ハイレヴェルブリッジ（スティーヴンソン）

1843 機械の輸出公認される（英） ゾラのアーチダム（仏、ローヌ川）

1845

王立化学専門学校設立（英）

ガラス税廃止（英）

ポーク大統領（米）

ビッジロウのブリュッセル式力織機水圧クレーン（アームストロング）

1839

1840 ’s  

・鉄道路線拡大と橋・トンネル  

 

1870～  

・発電事業の展開  

・自動車の開発  

・鋼の構造物利用  

18 世紀後半  

・蒸気の利用  

・水上動線の開発（半ば迄） 

・紡績産業の機械化  

・鉄の鋳造  

・工作機械の開発  

19 世紀初頭  

・組織的な水上動線開発  

・高圧蒸気機関の駆動化  

（蒸気船と機関車）  

・構造新形式（吊橋・トラス） 

・1830 ’s 電磁誘導と電信  

1850-1860  

・鋼：蒸気船・レール  

 

1860 ’s  

・海底電線の通信  

・スエズ運河  

19 世紀末  

・空と地下への展開  
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産業革命初期の 18 世紀後半、初めに発展した主要な産業は織物工業と鉄工業であった。

燃料としての石炭輸送の必要が生じた。主として工業動線を意図した運河の開発が英国及

びヨーロッパではじまる。初期の運河狂時代とも言われる時期だけでなく、この動きは産

業革命の 1 世紀半の期間を通して各処で続けられ、河川の航路を強化し、山越えをして都

市間をつなぎ、海面をつなぎ、特に蒸気力による遠距離輸送のルート（大陸間を含む）へ

展開した。最初期に開発された蒸気（大気圧）機関は、改良が重ねられて輸送手段として

強力に使えるようになるまで半世紀以上を要している。初めに河川航路を行く蒸気船とし

て実用化され、後に都市間鉄道として威力を発揮するようになる。  

都市間の移動が増え、道路橋の架橋は、鉄の利用が容易になると可能になった。アーチ

橋のスパンドレルに力を伝達するだけのミニマムな構造を採用したことに始まり、鉄製の

吊橋やトラス構造など、新形式の橋梁にエンジニアが挑戦していった。1840 年代には、鉄

道路線網の建設が急速に行われ、重量のある高速な車輛を安定的に渡すための橋梁、トン

ネルの開発が実施される。強靭な材料を必要とする構造物の需要は増々高まり、鉄の鋳造

法の開発は絶えず続けられ、1856 年にヘンリー・ベッセマーが鋼を世に出して以降、スウ

ェーデンやフランス、アメリカにおいてそれぞれ鋼づくりが進み、19 世紀後半はまず船舶、

軍艦の鋼鉄化、大型化が進み、19 世紀末には橋梁などの構造物の大型化が可能になった。 

都市間の迅速な情報伝達は、電気信号による通信を実用化する後押しとなり、次第に長

距離化した。1851 年には英仏間、1865 年には大西洋を渡る銅線海底ケーブルがつながった。 

1 世紀半に亘る発展的プロジェクトの系譜は、一つながりの都市間交流のネットワーク

拡大プロセスであった。その際の早い展開は、理論や原理の発見に牽引されたものではな

く、交易によって成り立つ産業のニーズに推進されたものであり、技術とともに開発者に

着目すれば Social Capitalと言える人のつながりのネットワークにおける連鎖が存在する。 

５．まとめ 

以上のように、土木史について、都市を成り立たせるインフラの歴史と捉えることで、そ

して都市を第一に交易の拠点であるとみることにより、東西技術・文化の伝播の問題と 19

世紀前後に爆発的に発展した技術の問題に対して、大局的に説明をすることができた。  

残した課題として、戦後土木史を掴むための視点の提示があるが、都市交易を軸とする見

方を貫きつつ、さらに詳細な情報に近づき易いことから Social Capital として、よりミク

ロなネットワークの存在まで描くことができると考えられる。戦後の土木行政は戦前から続

く法的基準や技術の規格化によって偏在的技術としてかつてない安定を実現した。しかし体

制の安定は、交易や交流に対する理解がなくとも業務実施することを可能とした。戦後土木

史の進み方と市街地の交易機能の衰退には相関があると考えられる。その点において、

Social Capital を実証する記述の仕方を合わせて模索した点を報告し、まとめとする。  
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